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チーム医療

チーム医療とは
病気や怪我をしたことで、身体を思うように動かせなかった

り、当たり前に出来ていた事が出来なくなったりすることで、

患者さんやご家族は戸惑うことが多く、日常生活にも変化が

あるかと思います。退院後の新たな生活を少しでもスムーズ

に、その人らしい人生を迎えられるよう、当院では様々な医療

専門職がチームとなり連携を行い、日常生活の改善を目指し

ていきます。チーム医療では患者さんやご家族もチームの一

員です。必要な情報をチームで共有し、必要に応じて専門職

が介入を行っていきます。

患者さんごとに毎月１回、主治医を含めた担当の医療職者
と現状の報告と今後の課題や計画を共有しています。

入院中の生活の様子や注意点等を、退院後に関わりを持つ
ご家族やサービス関係者に説明を行います。

入院から１～３ヶ月が経った頃、患者さんの現状報告や退
院までの課題、今後の流れ等を話し合います。

リハビリの内容や日常生活動作の変更について、病棟スタッ
フとリハビリスタッフで日々確認を行い、情報共有を行う。

入院当日にリハビリスタッフと看護師と合同で患者さんの現
在の日常生活動作能力を評価し、入院初日から安全な生活
が送れるように支援しています。

看護師や介護士・リハビリスタッフ合同で勉強会を行い、リ
ハビリ看護という目線で患者さんに関われるよう、知識や技
術の向上を図っています。

毎月第４土曜日に患者さんやご家族向けに勉強会を開催し
ています。「脳卒中の再発予防について」「自宅で転倒を予防
するために」「薬について」などさまざまなテーマで勉強会を
実施し、患者さんやご家族の悩みを解決しています。

日常生活動作の改善を目指して、看護師とリハビリスタッフ
で連携を図り、リハビリ以外の時間に病棟で看護師と訓練
する時間を設けています。

退院に向けて、在宅生活での車椅子への乗り移しや歩行の
介助方法・オムツ交換等の指導をご家族やサービス関係者
（ヘルパー等）に行います。

入院が始まる前に、ご家族・（患者さん）・相談員・リハビリス
タッフ等と面談を行います。不安な点や希望、当院の役割等
を話し合います。

リハビリスタッフのみで週２回程度で会議を実施し、患者さ
まに適したリハビリ内容や　現状の問題点を解決すべく知
識を出し合っています。

当院でのチーム医療の取り組み
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